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ウェ ストベルト圧とその官能評価
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目的　女子衣料の中でも、ｽｶｰﾄ に代表される。ｳｪｽﾄ で締めて着用する衣服の着心地を知

るために、ｳｪｽﾄ ﾍﾞﾙﾄ着用時に生じ る圧値の測定とその官能評価を行った。
方法　ｳｪｽﾄ ﾍﾞﾙﾄの長さは ｼﾞｬｽﾄﾌｨｯﾄ（perfect fit ）時を基準（締め率0.0J(）とし、 それよ

り2.5S(｡5.ox と減少させた。 その時のｳｪｽﾄ ﾍﾞ朴圧を、 前回報告した液圧平衡方式により測
定し。 同時に着用感も聞き取り調査した。 さらに。 ｼﾞftﾄﾌｨﾌﾄ の条件を求めるために、これ

に影響を及ぼすと思われる諸項目（ｼﾞﾔｽﾄ7<7ﾄ 時のA    *ﾄの長さ。 皮下脂肪厚。 皮下脂肪量。

各測定部位の圧値と曲率半径）を測定し、 各項目間の相関関係を求めた。
結果　締め率S.O!llにおける静立時のｳｪｽﾄA    ftﾄ圧は、平均n.5 ±2.1niiHgであった。 この値

は7゛ﾗｼ¥ 一やJl"-ﾄﾞﾙ着用時には、 通常、快適と申告さ れる値であった。 それにもかかわらず、
被験者からは不快の申告があった。 そこで、 この申告に基づき助作時の圧値を測定したと

ころ、ｒﾗ ｼﾞﾔｰやがｰﾄﾞﾙ着用時にも不快と申告される｡35iiiDHgを越える圧値が計測された。
このことから、 被験者はｳｪｽﾄ ﾍﾞ訃着用時に既に動きの際の圧値を予想して。 着用感を判断

し ていると考えられる。 ｼﾞｬｽﾄﾌｨｯﾄ の結果は次の通りであった。1 ）きつめに締めるのを好む

被験者ほど。 身体の腹側前面ら側面にかけて測定されたｳｪｽﾄ ﾍﾞﾙﾄ圧は高かった.    2）各測定
部位（5点）の圧値聞では、 背側の測定部位（2点）から得られた圧値聞より、 腹側前面から側
面の測定部位（3点）から得られた圧値聞で高い相関が見られた。 さらに、圧値の大きさと不

快感の強さとは良く対応し た。 以上の結果から、 液圧平衡方式で測定し た衣服圧を指標と

して衣服の着用感を評価できることがわかった。
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目 的　 整 容 目 的 で 着 用 さ れ る 拘 束 衣 服に ブ ラ ジ ャ ―、 ガ ード ル、 ボ ディス ーツ、 サポ ート パ

ン スト な ど が あ る。 本 研 究 で は、 こ れら 拘束 衣 服 の う ちガ ード ル に つ い て、 整 容の た め に

ど の 程 度の 被 服 圧 が 加 わ っ て い る の か、 定量 性 を 高め る た め に、 新 し い 被 服 圧 測定 法（ 流

体 圧 法 ）と 理 論 計算 法 を 用 い てガ ード ル の 被服 圧を 測 定し た。 さ ら に、 そ の 着 衣効 果 につ

い ても 検討 し た。

方 法　 実 験 に 使 用し た ３ 種 類 のガ ード ル は、 拘 束力 がソ フ ト、 ミ デ ィア ム、 ハ ード と 異 な る

素 材 で あ る。 理 論 計算 法 によ る 被 服 圧 は、 ｋ i rk ら の 式 に 従 い、 ガ ード ル に 捺 印し た３ cmの

円 上 で たて、 よこ 方 向 の 伸び と 曲 率 か ら 求 め た。 ま た、 直 接 法 であ る流 体 圧 法 に よる 被 服

圧 の 測 定 は、45 ×45IIIIIIの テ フ ロ ン シ ―ト 袋 に 約５ Hiの 空 気 を 封 入し（ 袋 の 厚 さ、 約2.5iiiin）

外 径φ ＝2 mm の シ リ コ ン チ ュ ーブ で 圧 力 セ ン サ に 連 結し た 装 置 を 使 用し た。 ガ ード ル の 着 衣

効 果 は、 腹 部 お よび 平 均 皮膚 温を 測定 し 検 討し た。

結 果　 理 論 計 算 法 に よ るガ ード ルの 被 服 圧 に つ い て み ると、 ソ フト タ イプ で は、 腹 部中 央、

両 側 部、 警部､の 被 服 圧 が 高 い。 こ の 傾向 はミ ディアム。 ハ ード タイ プ でも 同 様で あ り、 素材

の 異な るガ ード ル の 被 服 圧 間 に 顕 著な 差 は認 め ら れな か っ た。 一 方、 流 体 圧 法の 結 果 につ

い て み ると、 素 材間 の 被 服 圧 に わ ず か であ るが 差 が認 め ら れ た。 理 論 計 算 法 との 比 較 では、

ミ ディア ム、 ハ ード タ イ プ のガ ード ル に か なり 良 い 一 致 が 認 めら れ、 本 実 験 に 使 用し た 流 体

圧 法 の 有 用 性 が 確認 さ れ た。


